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干上がった池の岸や底に生える小さな蘚類：

カゲロウゴケとカンムリゴケ

春にはあふれんばかりの水がたまっていたため池が、 

夏から秋にかけて池の水がほとんど放水されるため、池 

底の泥があらわれていることがある。また、例年なら放 

水期でもそれほど水位が下がらない池も、夏に雨が少な 

I 、年には干上がってしまうことがある。 このような場合、 

ホシクサ科やカヤッリグサ科などの小さな一年生草本が、 

水のひいた池の岸や底に特有な群落をつくる （Shim oda、 

1983、1985)。また、 コケの中にも、 このような環境に 

生育するものがいくつか認められている。

岩 月 •水 谷 （ 1972)は、「特殊な環境にはえるコケ」 

の例として、カンムリゴゲ （ M icrom if厂Zum tenerum')

ニセツリガネゴケ (Physcomitrella calif〇 m i c a )をあ 

げ、 「日本で珍しいコケであるが、今までの記録では主 

に冬期に干上がった池や水田の土上にはえる」 と説明し 

ている。その後同じような環境に生える蘚類として、力  
ゲロウゴゲ( E p h e m e r u m  spinulosurr\ 岩月、1978)、ヤ 

ブレキンチヤクゴケ(E c c r e m i d i u m  m i n u t u m ^岩月•高  

木> 1979)、ニセカゲロウゴケ( P s e u d e p h e m e r u m  nitir 

durris Iw atsuki、1980)、オオミカンムリゴケ （ Aftcro- 

m i t r i u m  megalosporurrk 岩月•高木、1982)が日本新 

産としてあいついで報告された。

干上がった池の岸や底に生育するコケは、最近注目され 

始めたものの、これまでコケの研究家がため池を調査する 

ことがほとんどなかったため、確認された生育地はまだ少 

ないようである。私は特に雨の少なかった1978年に、広島 

県・島根県の4 ケ所の池で、上記のコケのうちのカゲロウ 

ゴケとカンム*リゴケを採集したので、その時のコケの生育 

状態や池の様子を報告しておきたい。また、これらの大変 

小さく短命なコケ類の生態も簡単に紹介したい。

原稿を校閲していただいた岩月善之助博士、コケの標本 

を同定していただいた関太郎博士に厚くお礼申し上げる。

カゲロウゴゲ E p h e m e r u m s p i n u l o s u m  Bruch et 

Schimp.

カゲロウゴケを見つけたのは、島根県鹿足郡津和野町

下 田 路 子

(広島大学理学部）

喜時雨の、標高220mの池である。津和野城跡の西北の谷 

あいにあるこの池は、東西に長く約200mあり、西端を長 

さ約50mの堤防がせきとめている。池を訪れたのは10月 

8 日の早朝であったが、朝もやにつつまれた池は水が大 

変少なかった（図 1 )。堤防のある西岸と南岸•北岸は 

傾斜が急で、植物はほとんど生育していなかった。東岸 

は山にむかってゆるやかに傾斜しており、水辺の干上がっ 

た泥はひびわれていた。朝日があたり、ひびわれた泥の 

表面が緑色にかがやいていた。大変小さな、コケらしい 

植物が一面に生えていたためである（図 2 )。

私はコケの研究家ではないが、かなり広い面積に生育 

するこの小さな植物が何かを知りたくて採集して帰った。 

後日、広島大学の関太郎博士にお見せしたところ、日本 

では珍しいカゲロウゴケらしいとのこと。当時、服部植 

物研究所におられた岩月善之助博士（現広島大学教授）

図 1 . 朝もやに包まれたカゲロウゴケの生育地 （ 1978年 

10月 8 日）〇

8



水 草 研 会 報 Not 23 ( 1 9 8 6 )

図 2 . ひびわれた泥の上に生育するカゲロウゴケ。

に標本が送られ、「多分カゲロウゴヶに間違し、ないでしょ 

う」 との御返事であった（関、1979)。

大変小さくまた短命なカゲロウゴケ属(E p h e m e r u m )  

のコケは、時に‘em erald dew drops’ （エメラルド色の露 

のしずく）と呼ばれるとのこと （ R ichardson、1981)。 

これは実にぴったりの言葉である。また、日本でもよく 

知られているギネスブックの中に、最も小さい蘚類とし 

てPygmy m ossがあげられているが、これはカゲロウゴ 

ヶのことである（高木、1981)。

カゲロウゴケが一面に生えていた水辺の泥の上には、 

種子植物は見られなかった。 また水中にも、水草は生育 

していなかった。水辺から離れた斜面の上部には、多数 

の種子植物が生育していた（表 1 )。表 1 の 中 の 資 料 1 

は斜面の下部で、資料 3 は上部で、資料 2 はその中間で 

記録された。 この群落は、湿った泥土上にも発達する群 

落をまとめたアゼナ群団(M iyawaki & Okuda、1972) 

に所属すると考えられる。

その後、私は1980年 8 月に、津和野城跡のある城山に 

登った。尾根から池を見下ろすと、この年には池は満水 

であった。

カンムリゴケ M i c r o m i t r i u m  t e n e r u m ^ B .  S. G.) 

•Crosby. •

カンムリゴケは、広島県の 3 ケ所の池で採集した0 

a . 寺奥池

寺奥池は高田郡美土里町上橫田の山間にあり、標高は 

約360mである。池はァカマツ林でとり囲まれ、北と西北 

からそれぞれ谷j11が流れこんでいる。南端を長さ約100 m 

の堤防がせきとめ、堤防から北端まで約300mである。

池の岸の植物群落を調査するため、1978年 7 月23日と 

10月21日 （図 3 ) に池を訪れた。 7 月23日にすでに池の 

岸は広く干上がっていたが、ホシクサ科などの植物は芽

表 1 . 池岸の植物群落（島根県鹿足郡津和野町喜時雨 

標高220m)

資料番号 1 2 3
調 査 面 積 （ nf) 16 9 9
第一草本層：高 さ （ cm) 50 100 100

植 被 率 （劣） 50 20 70
第二草本層：高 さ （ cm) 5 5 10

植 被 率 （劣） 30 70 50
コ ケ 層 ：植 被 率 （％) 10 ・’

出現種数 14 14 14

ヌカキビ 1 -1 1 ・ 2 4 .4
トキンソウ 3 ・ 3 3 ・ 3 +
サナエタデ + 3 ・ 3 1 .1
フタバ厶グラ 1 -1 2 ・2 +•・2
カヤッリグサ . 1 -1 + 2 .2
アゼナ 1 -1 3 ・3
チョウジタデ 1 -1 2 ・ 2

ハシカグサ 1 ・ 2
ウキゴケ 1 -2
ヒデリコ 1 -1
ヒメヒラテンツキ 1 -1
ウシクグ

タカサブロウ

アゼトウガラシ

トキワハゼ 1 -1
ハリイ + ・2
ダンドボロギク +
イヌビエ

ヒメクグ

アゼムシロ 3 ・ 3
スギナ 2 ・2
メヒシバ + ・2
ハナイバナ + ・2
ヤナギタデ

アメリカセンダングサ

ヌルデ

エノキグサ

生えたばかりで、種の同定はできなかった。堤防近くの 

水中には、ホソバミズヒキモが生育していた。

10月21日には池の岸の植生調査を行った。水辺に近い湿っ 

た所には、ニッポンイヌノヒゲ、クロイヌノヒゲ、サワト 

ゥガラシ、ハリイ、ヌメリグサなどで特徴づけられるニッ 

ボンイヌノヒゲ-サワトウガラシ群集 （ Shim oda、1983) 

が発達していた。また水辺から離れた乾いた砂地には、 

アブラガヤ、イ、ススキ、サワヒヨドリ、ウシクグなど 

のやや丈の高い植物とヒナガヤツリ、ハハコダサ、アリ 

ノトウダサ、アゼトウガラシなどの小型の植物が生育し
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図 3 . 寺奥池の干上がった岸 （ 1978年10月21日）。

て い た 。

上記の植物が生育する土壌の表面に蘚類のカンムリゴ 

ケとアゼゴケ( P h y s c o m i t r i u m  sphaericum)、 ウ 

ロコゼニゴケ（F o s s o m b r o n i a  cr is tula)が群生してい 

た。これらの鮮苔類は湿った水辺の土から、岸の上部の 

乾いた所まで点々と生育していた。

b .  湯池

湯池は、東広島市西条町下見の標高240mの所にある小 

さ な 池 で あ る （下田、 1983、F i g . l の Na23)。 広島大 

学の統合移転地内にあるこの池は、調査当時はァカマツ 

林にとり囲まれ、東岸近くに林道があった。 1978年11月 

7 日には、池の水がほとんどなかった。水のひいた池の 

底に-は、クログワイ、シズイ、ハリイ、アオコウガイゼキ 

ショウ、ハリコウガイゼキショウがまばらに生育してい 

た0 また、ひび割れた泥の表面にカン厶リゴケとウロコゼ 

ニゴケが群生していた。割れ目の中の泥の壁面に生育し 

ているのは、カンムリゴケだけのようであった（図 4 )〇

なお、この時の調査用紙には、水草はヒツジグサしか 

記録されていない。 1980年 9 月 4 日には池の水は多く、 

ハデフラスコモ、フトヒルムシロ、ホソバミズヒキモ、 

ホツスモ、 ジュンサイ、 ヒツジダサ、タヌキモ、 ヒメタ 

ヌキモの生育を確認した。

c .  名称不明の池

東広島市西条町上三永の、標高330mのァカマツ林に囲 

まれた小さな池である。 1978年10月24日の調査当時、池 

の水は他の三つの池に較べて多かったが、堤防と反対側 

の西北岸が小面積干上がっていた。また、水中にはジュ 

ンサイが生育していた0

干上がった岸はひび割れており、ニッポンイヌノヒゲ- 

サワトウガラシ群集が発達していた。そして、 b の湯池

と同じように、ひび割れの中の泥の壁面に、カンムリゴ 

ケが生育していた。

カゲロウゴケとカンムリゴケの形態的• 生態的特徴

西 田 •岩 月 （ 1981)は、カゲロウゴケ、ヤブレキンチャ 

クゴケ、ニセカゲロウゴケに共通な特徴として、次の点 

を指摘している0 またこれらの特徴は、カンムリゴケに 

もあてはまる。

① 配偶体は微小である。蒴は球形で、蓋や蒴歯が分化 

せず、胞子は比較的大型である。

② 一年生で、秋に胞子が発芽してから、茎葉体や胞子 

体ができるまでの期間が大変短い。

g 育環境は、他の植物があまり生育しない、新しく 

開けた土上で、やや湿った場所が多い。

一般の蘚類は、多年生で蒴歯を持ち、岩 •樹 木 •乾 い  

た地面に生えるものが多いことから、上記の小さな蘚類 

群は特異なコケと言えよう。また、生育期間が短いこと 

は、同じような環境に生育する種子植物とも一致する。

ヨーロッパの干上がった池底の植物群落とコケ

Pietsch & M u lle r-S to ll( 1 9 6 8 )は 、 中部ヨー  

ロッパの排水した養魚池に生ずる植物群落を報告してい 

る。栄養分に富む池底の泥上に発達するのは、典型的な 

一年生草本群落である。 この論文では、本文中にも群落 

組成表中にも、種子植物と並んでたくさんのコケが出て 

くる。このうちの群落の標徴種や識別種とされているも 

のの属名を次にあげておく。

: A r c h i d i u m  (ツチゴケ属）、B r a c h y t h e c i u m  (了 

オギヌゴケ属）、 Dicrane Ila (ススキゴケ属）、 

E p h e m e r u m  (カゲロウゴケ属）、Physcomitrella 

(ニセツリガネゴケ属）、P h y s c o m i t r i u m  (.ツリガ 

ネゴケ属）、 P l e u ridium (キンチャクゴケ属）、 

Pottia (センボンゴケ属)〇

図 4 . 泥の割れ目の中に生育するカンムリゴケ（湯池、 

1978年11月 7 日）。
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苔 類 ：F o s s o m b r o n i a  (ウロコゼニゴケ属）、Riccia 

(ウキゴケ属)。

ツノゴケ類：Anthoceros (ツノゴケ属）。

干上がった池の底の一年生草本群落が所属する小型イグ 

サ-ミズニラクラスをまとめたPietsch (1973 )の論文で 

も、群落の標誦や識別腫にかなりの数のコケが使われて 

いる。上 記の Pietsch & M tiller-Stoll(1968)の論文 

にでてく るものの他、 P s e u d e p h e m e r u m  nitidum 

(ニセカゲロウゴケ）、苔類のBZosZa pusilla (ウスバ

ゼニゴケ）などもふくまれている。

小型イダサ-ミズニラクラスに所属する群落は池の岸や

底 の 慨 湖 岸 、河岸、水田、鵬や放牧地の踏み跡などに 

発達する。日本でも同様な環境が存在するが、中でも水を 

落とした水田が全国で広く見られるものである。

日本では、小型イダサ-ミズニラクラスに相当する群落 

単位として、ァゼナ群団が報告されている （ M iyaw aki & 

Okuda、1972)が、この種の群落はいまだ十分に研究され 

ているとは言い難い。コケも、奥 田 （ 1978)によりウキゴ 

ケ属のハタケゴケとコハタケゴケが識別種や標徴種として 

あげられているのみである0

ぉゎりに

私がカゲロウゴケやカンムリゴケに興味を持ったのは、 

調査した池に、たまたま大量に生育していて目についたか 

らである。また、コケの研究家の身近な存在も幸運であっ 

た。

コケの中でも特に小さく、寿命も短いこれらの蘚類群は、 

大 麵 味 深 い ・ 像 と 思 え る が 、コケに関する専門的な 

知mがないとなかなか手に負えないであろう。幸い、最近 

この種の藓 類に関する研究がいくつか発表されたので、今 

後、池に目を向ける研究者がふえ、興味深い多くの種が発 

見されるのではないかと、 漢ながら期待している。
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